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大規模改修工事の内容 （鋼橋）

① 床組接合部

［別紙］

① 床組接合部
補強

支点部

① 床組接合部
補強

① 支承部
取替･補強

② 桁 取替

補強

② 桁 取替

② 桁 取替

② 桁 取替

既存の
まくらぎまくらぎ

① まくらぎ挿入

対策
種別

①変状発生抑止対策 ②全般的改修
① まくらぎ挿入

※ 全般的改修の具体的施工時期については、
変 抑 策 施 後 続 構造物

種別

床組接合部 補強

支承部 取替・補強 部材取替（桁 取替）

工
事
内

変状発生抑止対策を施工後、引き続き構造物の
状態を観察し、個別に判断していく。まくらぎ挿入

内
容



大規模改修工事の内容 （コンクリート橋） ［別紙］

イメージを表示できません。
メモリ不足のためにイメージ
を開くことができないか、イ
メージが破損している可能
性があります。コンピュータを
再起動して再度ファイルを
開いてください。それでも赤
い x が表示される場合は、
イメージを削除して挿入して
ください。

イメージを表示できません。
メモリ不足のためにイメージ
を開くことができないか、イ
メージが破損している可能
性があります。コンピュータを
再起動して再度ファイルを
開いてください。それでも赤
い x が表示される場合は、
イメージを削除して挿入し
てください。

はね出し部 はね出し部はね出し部
① 鋼板による被覆

柱部

梁部
桁部

① 表面保護工塗布
① 増杭･地中梁増設

① 鋼板による被覆

ブ

① 表面保護工塗布
② 鋼板による被覆柱部

中央スラブ部① 鋼板による被覆

① 表面保護工塗布
② 鋼板による被覆

中央スラブ部
① 表面保護工塗布
② 鋼板による被覆

対策
種別

① 変状発生
　　抑止対策

② 全般的改修

はね出し部 鋼板による被覆 －

※ 全般的改修の具体的施工時期については

はね出し部 鋼板による被覆

柱部 鋼板による被覆 －

中央スラブ部 表面保護工塗布 鋼板による被覆

表面保護工塗布

工
事
内
容 ※ 全般的改修の具体的施工時期については、

変状発生抑止対策を施工後、引き続き構造物の
状態を観察し、個別に判断していく。

表面保護工塗布
増杭・地中梁増設

桁部 表面保護工塗布 鋼板による被覆

容
梁部 －



大規模改修工事の内容 （トンネル） ［別紙］

① 変状発生抑止対策 ② 全般的改修

地山

ロックボルト

空隙

ひび割れ注入

覆工裏空隙充填

ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ打設・
鋼板による補強
（覆工厚が薄 部分）

覆工
ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ打設・
鋼板による補強
（変状（ひび割れ等）の
履歴のある部分）

鋼板

（覆工厚が薄い部分）

※ 全般的改修の具体的施工時期については、
変状発生抑止対策を施工後 引き続き構造物の変状発生抑止対策を施工後、引き続き構造物の
状態を観察し、個別に判断していく。
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